
臨床に役立つ雑誌⑩ 一神経内科－

神経学分野の雑誌４

１。はじめに

神経内科は、名称そのものが一般になじみ

がうすく、どういう疾患をあつかっているの

か、よく理解されていない面がある。時に医

師でさえ誤解していることがあるので、最初

に概略を説明しておく。脳や脊髄、末梢神経、

筋肉などの病気を対象にしており、病名でい

えば、脳卒中、頭痛、めまい、てんかんなど

ポピュラーなものから、パーキンソン病、脊

髄小脳変性症、運動ニューロン病などのいわ

ゆる難病、更に最近狂牛病で有名になったク

ロイッフェルト・ヤコブ病、感染症である脳

炎、髄膜炎、筋ジストロフィーや多発性筋炎

などの筋疾患、往年の名優が罹患したことで

病気が知れわたった重症筋無力症など、聞き

なれないものまで実に多彩で、疾患の種類が

最も多い診療科と思われる。

しばしば心療（内）科、精神科、神経科

（精神神経科）などと混同されているが、こ

ちらはもっぱら心や精神の病を対象としてお

り、眠れない、ストレスで気分が沈む、精神

的な原因で体調が悪いなどという人は、神経

内科よりこれらの科が適当である。

診療科の名称としては、神経内科（一部で

は脳神経内科と言う施設もある）であるが、

学問としての名称は、英語の ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ を

訳して、神経学（または神経内科学）を用い

ている。

り く し げお ：社 会保 険中 京 病院 神経内 科 主任 部 長

病院図書室 １８（１）：１９－２３，１９９８

こつ い て

陸 重 雄

２。本稿で選択する雑誌

神経学も当然ながら内科学の一部であり、

ＮＥｎｇｌＪＭｅｄ や Ｌａｎｃｅｔをはじめ、種々の

総合誌・内科系一般の雑誌に神経関係の論文

が発表されているが、本稿ではとりあげない。

「神経学」の分野に属する雑誌（ＹｅａｒＢｏｏｋ

を含む）のみ選択して紹介する。神経学の総

合誌と、各分野別の代表的な雑誌を選ぶこと

にするが、近年神経学の分野が長足の進歩を

とげ、関連雑誌は膨大な数にのぼるので、臨

床という観点に主体を置いて選考する。

雑誌という基準からそれるが、神経学を語

る時に欠かせない書物があるので、ここでふ

れておく。「ＨａｎｄｂｏｏｋｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＮｅｕｒｏ－

ｌｏｇｙ」（Ａｍｓｔｅｒｄａｍ：Ｅｌｓｅｖｉｅｒ）はｈａｎｄｂｏｏｋ

の名に反し、神経学の百科辞典であり、バイ

ブルである。１９６４年若いオランダの医学者、

Ｖｉｎｋｅｎと Ｂｒｕｙｎ がこのシリーズの出版を計

画し、後に医学書出版において２０世紀を代表

する偉大な業績と称されるにいたった。１９６９

年に第１巻が世に出、１９８２年に第４４巻（第１～

４３巻の総合索引号）でいったん終了し、１９８４

年に ＲｅｖｉｓｅｄＳｅｒｉｅｓ として第１巻（通巻第

４５巻）から再出発した（Ｖｏ１．４５／ＲｅｖｉｓｅｄＳｅ－

ｒｉｅｓ１ と表記）。数々の大系本が出版されて

いるが、本シリーズは質、量ともに優れてお

り、筆者も、かつてわからないことがあると

本書にあたり、知識を深めることができた。

当院の図書室にそろっているが、最近読まれ

ることが少ないようで、残念でならない。

「ＡｄｖａｎｃｅｓｏｆＮｅｕｒｏｌｏｇｙ」（ＮｅｗＹｏｒｋ：Ｒａ－

１９－
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ｖｅｎ ｐｒｅｓｓ）は１９７３年 に第 １巻 ｉ”Ｈｕｎｔｉｎｇ－

ｔｏｎ’ｓＣｈｏｒｅａ：１８７２－１９７２」が 発行され、その

後、年に２～５巻程度刊行されている。本書

も各巻のテーマに対しその時 々の知 見が豊富

に記載されており、良 書である。当院では長

い間購入してきたが、予算の制限があり、現

在では途絶えてしまった。

神経学を学ぶ者のいる病院・研究所・大学

などの図書館（室）では、こうした「偉大な

業績 ＿ｊ は是非そろえておくべきだと思う。以

後に紹介する最新の情報を届ける雑誌と、重

厚な大系本は両輪の輪であり、両者を ひもと

くことで、より広範で深い学問的興味を満た

すことができるので はないだろうか。そんな

考えで紹介をすすめることにする。

３．国内の雑誌

神経学 の分 野は多 くの関連学会を有 し、

個々に学会誌（機関誌）を発行しているので、

代表的なものを紹介する。神経学の中心とな

る学会は日本神経学会（以下 の学会名からは

日本を略す）であり、学会誌として 「臨床神

経学」が月１回発行されている。神経病理学

会は英文誌 「Ｎｅｕｒｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ」（Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ

ＳｃｉｅｎｃｅＡｓｉａ）、自律神経学会は「自律神経」、

脳卒中学 会 は「脳卒 中」、 神経治療 学 会は

「神経治療学ニというように学会名が雑誌名

となっている。これら以外に、脳波・筋電図

学会、リハビリテーション医学会、神経化学

会、失語症学会、神経心理学会、てんかん学

会、頭痛学会、その他、各専門分野に分かれ

ており、相当に多い。

学会誌以外では、歴史のあ る雑誌として。

「脳と神経（ＢｒａｉｎａｎｄＮｅｒｖｅ）」、「神経研究

の進歩」（い ずれも医学書院）が 挙げられる。

前者は１９４８年に「脳及神経」という名称で発

行され、今年（９８年）で５０巻を迎えた。 主に

原著と症例報告で構成され、一部総説などを

含んでいる。当初は準学会誌としての役割を

果た し、脳 神経外科や小 児神経領域 も多 く

扱っている。後者は１９５６年の発刊で、隔月に

発行され、本そのものが厚く、値段 も高いっ

－２０

特集を中心に据えた専門分野の総説的内容で

レベルが高い。一部原著論文を掲載すること

がある。神経病理学会が学会誌を作る前には、

本誌の１号分を学会の抄録と推薦論文にあて

ていた。また年１［回行われる「脳のシンポジ

ウム」は、現在でも本誌に特集として掲載さ

れている。

「神経内科」（科学評論社）は１９７４年に発

刊された比較的新しい雑誌であるが、特集と

しての総説と原著論文など投稿原稿をバラン

スよく配してあり、人気かおる。「Ｃｌｉｎｉｃａｌ

Ｎｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ」（中外医学社）は現代風で図

や写真が多く、色刷りで、神経学一般の入門

書的要素が強い。「ＢｒａｉｎＭｅｄｉｃａｌ」（メディ

カルレビュー社）は神経学についての広範な

テーマを毎号特集しており、知識を拡げるの

に役立ちそうである。

Ｙｅａｒｂｏｏｋ として、「神経科学レビュー」

（医学書院）と「Ａｎｎｕａｌ Ｒｅｖｉｅｗ神経」（中

外医学社）がある。前者は文字通り神経科学

が対象で基礎的内容が主体であるが、臨床家

にとってもわかりやすく書かれている。１９８７

年に第１号が発刊され、当初は最新トピック

スを紹介するトピックスレビューと、過去１

年間における国内外の重要論文を紹介するア

ニュアルレビューの２部門から構成されてい

たが、第４号からトピックスレビューのみに

編集方針が変更された。この第４号では、１４

題のテーマがとりあげられており、各テーマ

についての知識は詳しく知ることができるが、

神経科学全体の情報を得るには不都合で

ある。「ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ神経」は、初巻が１９８５

年に「１９８６」というタイトルで発行された。

編者によれば、本書は「１年間の神経学の進

歩をまとめて一冊の情報として読者に提供す

る企画」とされている。基礎的な ＢａｓｉｃＮｅｕｒｏ－

ｓｃｉｅｎｃｅにはじまり、検査法、治療法のほか、

感染症、脳血管障害など各疾患・分野別に数

編ずつレビューがなされており、最近の知見

をまとめて理解するのに有用である。

２種類の ＹｅａｒＢｏｏｋ の紹介が長くなった

が、神経学に関係する雑誌の発行は非常に多



く、すべてに目を通すのは不可能である。本

邦には一部を除いて充実した総説誌が少なく、

こうした形式の雑誌が発刊されたことは非常

に喜ばしいことである。

４。欧文誌

日本の医学は歴史的にドイツ医学の流れを

受けてきたとされるが、神経学の分野ではフ

ランスが神経学の巨星を数多く輩出しており、

その影響は世界的にみても大きな ものであっ

た。フランスの神経学者の名がつけられた疾

患 は枚挙にいとまがなく、また神経症候もフ

ランス語で記載された ものが多 々あり、どの

ように発音すべきか頭を悩ませられたもので

あ る。しかし近年で は医学一般の傾向として、

英語圏の雑誌が台頭し、英語で書かれていな

い雑誌は読まれる機会が激減しているようで

あ る。第１次世界大戦終了後１０年たった１９２８

年 に独語圏で発刊された「Ｎｅｒｖｅｎａｒｚｔ」（Ｂｅ－

ｒｌｉｎ：Ｓｐｒｉｎｇｅｒ）、１９世紀末の１８９３年にパリで

産声をあげた有名な「ＲｅｖｕｅＮｅｕｒｏｌｏｇｉｑｕｅ」

（Ｍａｓｓｏｎ）などでさえもインパ クトフ ァクター

が０．５から０．６程度で、寂しさを 禁じ得ない。

これに比し米国を中心に英語圏は増々勢力

を のばしている。米国では「ＡｎｎａｌｓｏｆＮｅｕ－

「ｏｌｏｇｙ」「Ａｒｃｈｉｖｅｓ ｏｆ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ」「Ｎｅｕ－

ｒｏｌｏｇｙ」の３誌が代表的である。「Ａｎｎ Ｎｅｕ－

「ｏｌ」は１９７７年の発刊で Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｎｅｕｒｏｌｏ－

ｇｉｃａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ と ＣｈｉｌｄＮｅｕｒｏｌｏｇｙＳｏ－

ｃｉｅｔｙ の機関誌である。３誌の中では最 も歴

史が浅いが、現在では一番レベルが高く、イ

ンパクトファクターは８．７１５と非常に高い。

論 文 も学際的色彩の 強い充 実した ものが多

く、基礎的な内容を 含むものが少なくない。

「Ａｒｃｈ Ｎｅｕｒｏｌ」は、はじめ１９５９年 に ＡＭＡ

（ＡｍｅｒｉｃａｎＭｅｄｉｃａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）から出版さ

れたが、１９６０年の第３巻から ＡｍｅｒｉｃａｎＮｅｕ－

ｒｏｌｏｇｉｃａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ の機関誌になった。

その後「ＡｎｎＮｅｕｒｏｌ」が同学会の機関誌とし

て刊行されたため、再 び ＡＭＡ の雑誌となっ

た。臨床的な論文が主体で、とっつきやすい。

しかし字が小さく印刷も紙 も上質とは言えず、

－ ２１－
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論文自身の質は別として、読みづらい面があ

る。「Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ」は Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｃａｄｅｍｙｏｆ

Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ の機関誌で、１９５１年に発刊され、

この３誌の中では最も古い歴史を持っている。

表紙が緑色であることから、グリーンジャー

ナルあ るいはグリーンニューロロ ジイとして

親しまれてきた。臨床家が１冊選ぶとすれば

標準的な雑誌として本誌が適当と思われる。

英国 には、「Ｂｒａｉｎ」（Ｏｘｆｏｒｄ：Ｏｘｆｏｒｄ Ｕｎｉｖ

Ｐｒｅｓｓ）と 「Ｊｏｕｒｎａｌ ０ｆ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ」「Ｎｅｕ－

ｒｏｓｕｒｇｅｒｙａｎｄＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ」（ＪＮＮＰ；Ｌｏｎｄｏｎ：

ＢＭＪｐｕｂｇｒｏｕｐ）の２誌がある。「Ｂｒａｉｎ」は今

から１２０年前の１８７８年に第１巻が刊行され、

かつて、神経学の分野でさんぜんと輝く金字

塔とも言える地位を保っていた。ぶ厚い本に

長文の論文がそろっており、文献をコピーし

て、 ホッチキスでとじるのに苦労すること も

あった。しかし、１９９７年から年間１２号発行さ

れ、サイズも大きくな ったため、１冊の厚さ

は半分程になった。最近では、「ＡｎｎＮｅｕｒｏｌ」

が「Ｂｒａｉｎ」を 越えたと思われるが、年輩の

神経学者 には、なお 「Ｂｒａｉｎ」に対す るあこ

がれが強いような気がする。膨大な数の研究

発表がなされる昨今では、論文の簡潔さとい

うことも採否の評価のひとつになっており、

長い論文にはいささか抵抗を感ずることもあ

る。「ＪＮＮＰ」は臨床の知見が多 く、臨床家に

は有益な 雑誌である。本誌は「Ｂｒａｉｎ」に比

し著しく薄い本であるが、細かい字でびっし

りと書いてあり、読みづらい。数年前からＡ

４サイズに拡大され、多少読みやすくなった

のが救いである。

これら以外に、ヨーロッパで発行されてい

る英文誌がある。「ＡｃｔａＮｅｕｒｏｌｏｇｉｃａＳｃａｎ－

ｄｉｎａｖｉａ」（Ｃｏｐｅｎｈａｇｅｎ：Ｍｕｎｋｓｇａａｒｄ）、「Ｅｕｒ－

ｏｐｉａｎＮｅｕｒｏｌｏｇｙ」（Ｂａｓｅｌ：Ｋａｒｇｅｒ）、「Ｊｏｕｒ－

ｎａｌ ｏｆ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ」（Ｂｅｒｌｉｎ：Ｓｐｒｉｎｇｅｒ）の ３

誌が一般的で、１９６０年－１９７０年頃に現在の名

称に変更されて出版されるようになった。前

述した５誌に比べるとインパクトファクターは

やや低く１～２の範囲にとどまっている。「Ｊｏｕ－

ｒｎａｌ ｏｆ Ｎｅｕｒｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ」（Ａｍｓｔｅｒ－
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ｄａｍ：Ｅｌｓｅｖｉｅｒ）はタイトルから判断すると、

神経科学の基礎的な雑誌のように思われがち

だが、実際は臨床研究が多く、ここにあげた

雑誌と同一範躊に含めて良い。インパクト

ファクターは１．７３５で「ＪＮｅｕｒｏｌ」と「ＥｕｒＮｅｕ－

「ｏｌ」の間にある。ただこうした Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ－

ｏｎａｌＪｏｕｒｎａｌ は購読料が高いのが普通で、

個人が購入するには適さない。

最近の知見を紹介する総説誌として１９８８年

に「ＣｕｒｒｅｎｔＯｐｉｎｉｏｎｉｎＮｅｕｒｏｌｏｇｙａｎｄＮｅ－

ｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ」（ＧｏｗｅｒＡｃａｄｅｍｉｃＪｏｕｒｎａｌｓ）が

発刊された。隔月刊で、各巻ごとにとりあげ

る分野が分かれており、各テーマについて概

説し、多数の文献が紹介されている。各文献

には「・」印でランクづけがなされたうえで、

簡単なコメントが付けられており、読者が効

率よく文献を調べられるように配慮されてい

る。国内誌でとりあげた２種類の ＹｅａｒＢｏｏｋ

と比べると、筆者の個人的な意見としては、

本誌の方が有用性が高い。

５．分野別専門誌

先に述べたように神経学の分野は幅広く、

１００以上の雑誌が出版されている。ここでは、

各分野を代表する一般的な雑誌を１～２種類程

度取り上げることにする。

神経病理では「ＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｅｕｒｏｐａｔｈｏｌｏ－

ｇｙａｎｄＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌＮｅｕｒｏｌｏｇｙ」（Ｌａｗｒｅｎｃｅ

：ＡｌｌｅｎＰｒｅｓｓ）が米国神経病理学会の機関誌

の役割をしており、レベルが高い。・ヨーロッ

パでは「ＡｃｔａＮｅｕｒｏｐａｔｈｏｌｏｇｉｃａ」（Ｂｅｒｌｉｎ：

Ｓｐｒｉｎｇｅｒ）、「ＮｅｕｒｏｐａｔｈｏｉｏｇｙａｎｄＡｐｐｌｉｅｄ

Ｎｅｕｒｏｂｉｏｌｏｇｙ」（Ｏｘｆｏｒｄ：Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ）の２誌

がある。前者は国際誌として、本邦からの投

稿も多かった。神経生理の分野では「ＥＥＧ

Ｊｏｕｒｎａｌ」の愛称をもつ。「Ｅｌｅｃｔｒｏｅｎｃｅｐｈａｌｏ－

ｇｒａｐｈｙａｎｄＣｌｉｎｉｃａｌＮｅｕｒｏｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙ」（Ａｍ－

ｓｔｅｒｄａｍ：Ｅｌｓｅｖｉｅｒ）が代表的で、神経放射線

では「ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌ０ｆＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ」

（ＡｍｅｒｉｃａｎＳｏｃｉｅｔｙｏｆＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙの機

関誌）と日本およびヨーロッパの神経放射線

学会の機関誌である「Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ」（Ｓｐｒ－

－２２

ｉｎｇｅｒ）が挙げられる。

個々の疾患を対象とした雑誌があり、脳卒

中では１９７０年にＡｍｅｒｉｃａｎＨｅａｒｔ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

から刊行された 「ｓｔｒｏｋｅ」、頭痛では「Ｈｅａ－

ｄａｃｈｅ」（Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅｓｔ－

ｕｄｙｏｆＨｅａｄａｃｈｅ の機関誌）とインターナシ

ョナ ルジャーナルの「Ｃｅｐｈａｒａｌｇｉａ」（Ｎｏｒｗｅ－

ｉｇｉａｎＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＰｒｅｓｓ）、その他１９７０年代

後半から８０年代中頃にかけて、神経筋疾患を

対象とした「ＭｕｓｃｌｅａｎｄＮｅｒｖｅ」（Ｂｏｓｔｏｎ：Ｈｏｕ－

ｇｈｔｏｎ Ｍｉｆｆｌｉｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｐｕｂ）、不随意運動な

ど運動障害をタ ーゲ ットにした 「Ｍｏｖｅｍｅｎｔ

Ｄｉｓｏｒｄｅｒｓ」（ＮｅｗＹｏｒｋ：ＲａｖｅｎＰｒｅｓｓ）など、

歴史は浅いが質の良い雑誌が発刊されている。

これら以外に「Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｎｅｕｒｏｃｈｅｍｉｓｔ－

ｒｙ」や「Ｊｏｕｒｎａｌ ０ｆＮｅｕｒｏｉｍｍｕｎｏｌｏｇｙ」のよ

うに神経云 々と銘打った雑誌が多くあるが、

基礎的な内容が多い。「Ｄｅｍｅｎｔｉａ」など痴呆

に関するものや高次機能を扱った ものがある

が、いずれも紙面の都合上割合させていただ

く。

６。おわりに

私は本が大好きである。雑誌の最大の役割

は、情報を活字として早く正確に読者に届け

ることにあると思う。つまり伝達するための

道具である。しかし図書館で書棚に整然と並

べられている蔵書の列を見るとき、そこには

別の感慨がある。先人の培ってきた歴史その

ものであり、たった１０ページの論文のために

どれだけの金と汗が流されたか想像する時、

それは単なる道具ではなくなっている。情報

を伝えるだけなら、今や電子メディアの方が

はるかに便利である。本など場所をとって保

管が面倒なだけ、という考えもある。それで

も本は捨てられない。情報手段としては化石

となった古い雑誌でも、変色した紙の肌ざわ

り、古い活字、写真のかわりに書かれたス

ケッチなどが、はるかな先達の考えを、そっ

と教えてくれるような気がする。

本はどんな情報手段が現れても、とって変

わることができない文化である。医学雑誌で



あっても何ら変わることがない。私か所属し

ていた大学の研究室には「Ｂｒａｉｎ」が第１巻

からそろっていた。調べるためではなく、時

にページをめっくてみると、そこには満たさ

れた空間があった。

病院図書室 Ｖｏｌ．１８Ｎｏ．ｌ，１９９８

最後に、情報手段の最も良い評価方法のひ

とつであるインパクトファクターを参考まで

に表に示しておく。他の分野に比べ一般に高

い。今、神経学が躍動しているからにちがい

ない。

表 神 経 学 分 野 の 雑 誌 の Ｉｍｐａｃｔ Ｆａｃｔｏｒ（１９９６年 ）

＜ 神 経 学 一 般 ＞
１．ＡｎｎａＩｓ ｏｆ ＮｅｕｒｏＩｏｇｙ
２．Ｂｒａｉｎ
３．ＮｅｕｒｏＩｏｇｙ
４．Ａｒｃｈｉｖｅｓ ｏｆ ＮｅｕｒｏＩｏｇｙ
５．Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｎｅｕｒ０Ｉｏｇｙ Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ

ａｎｄ Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ

＜ 分 野 別 （ 各 分 野 の 代 表１誌 ）＞

２

３

４

５

６

７

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ＮｅｕｒｏｐａｔｈｏＩｏｇｙ ａｎｄ

ＥχｐｅｒｉｍｅｎｔａＩ ＮｅｕｒｏＩｏｇｙ

ｓｔｒｏｋｅ

Ｍｏｖｅｍｅｎｔ Ｄｉｓｏｒｄｅｒｓ

Ｅｌｅｃｔｒｏｅｎｃｅｐｈａｌｏｇｒａｐｈｙ ａｎｄ

ＣＩｉｎｉｃａＩ Ｎｅｕｒｏｐｈｙｓｉ０Ｉｏｇｙ

ＭｕｓｅＩｅ ａｎｄ Ｎｅｒｖｅ

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｎｅｕｒｏｒａｄ

Ｈｅａｄａｃｈｅ

＜神 経 科 学 ＞

２

３

Ａｎｎｕａｌ Ｒｅｖｉｅｗｏｆ Ｎｅｕｒｏｓｃ
ＴｒｅｎｄｓｉｎＮｅｕｒｏｓｅｉｅｎｃｅｓ
Ｎｅｕｒｏｎ

働

－

１

１

ｅｎｃｅ

０Ｉｏｇｙ

ｉ
ｒ

３

Ｃ
Ｊ

１

ｃ

ｖ

ｊ

Ｃ

Ｏ

１

Ｃ

Ｏ

Ｔ

―

＾

～

７

７

Ｃ
Ｄ

Ｉ
―

・

・

・

看

Ｃ
Ｘ

３

Ｌ
Ｏ

■
≪
＊

Ｃ

Ｏ

２．９３０

４

４

１

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

７

０

０

Ｃ

Ｍ

・

一

幽

４

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｊ

２ ０２７
Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｍ

Ｌ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

０

７

Ｌ

Ｄ

即

一

一

ｃ

／
」

１

‘ｉ

３３
１７
１６

６２５
７５５
９５３

出典「ＪｏｕｒｎａｌＣｉｔａｔｉｏｎＲｅｐｏｒｔＲ’１９９６」

２３
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